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:風洞 の風はフ ァンで起 さm´ た渦き いた風であ るか ら、これ を如何 に物 理的 一i―

|こ 処理 しよ うとも 、自然尋の風とは松らないらイれ故 、模 型提行櫂を尽 洞実

験した値と.怪行実験した値とには六きな差が生ずる。            ′

根型僚行機の履行実験は自然層の彩響と言
・分に受けるので、一定の資料を 

｀

得るまでには大辺な労力を貴さねばならなしヽ。そこで右案されたのが団の様

な旋回腕実験装置である。最初 の内は抗力のみ の測定を行 っていたのである

が、級o自 信き得て、巣の三分力測定まで進んだ。一つの異の三分力測定 1乙

は李均 15時向を要し、六集場載のもの |こ ついては、実験及製作の誤差を老

慮 して、」枚 の巣を製作し、実験値は平均をとった。然 し、~般
1乙 高性能と

信じられても`る宍凝用の異型でワラークγ′ Ⅳハむス6409, 641θ ′

6412′ 等は更 1乙 4枚 の異を作つて実験 したが、平均値をとるには余り厖

も測点が集離れてしヽるので、その中の最t性能の良しヽものを取 ってある。こ

れは央検用の巣型は、その製作次第で性能が大い |こ 友イじすると云う事である

が`輿 型坐標に正確に似せて作 ら711た 巽が最良の桂影さ示さむかつた事は面 ―

白しヽ事である。

実験 |よ 含計θθ種の算型 |こ つき行ったが 、F模 型真型集 1』 では25種を

選んだ。ユ
'同

実験値を見な4_て し`る人クには、これらのデータは兒螢ちがし`

に感ぜら7れ るかも知れなしヽが、これらのデータを用しヽて,模型様を設計 し、

製作 し、飛行 して見ると、本仏正 しし`事が解かるものである。

模型異の特性は労せずして層流境尋層 の各 られる手であるが、実物機の場

合は反対 で層流きよ り長 く保た /′ が為 |ヱ 苦労 している有様である。すると
・
、、

模型で |ご 特
'Jに

自然の思恵 |こ 浴 してし`る様 に見えるのであるが、実 はこの層

流境燿層が模型機 にとって迷惑な存在なのである。

模型構料ざ型が
'lヽ

さく、債行速度t遅 いので、境界層 の層流から舌し流ヽの遷

積が起 らなしヽ為に、層流剥禽色を起 して杭力あ一人眉カロを来 す。これが模型穫

は実物挨よりもノ畦能が尋 し`と云わオl● 根本原 因なのである。また、層流は表

面から制 7R易 く、者し流はエネ′レギーの交換バ行われる為 |こ貿jれ 発■ がヽ、摩粽

抗力は居流 1乙 ♭じしてずつと大きしヽ。ここ |こ 眼をつけて、摩榛れ力を言少増DIl

させながらも、圧力杭力の大癒少 1乙 よる全抗力の減少が予想される事 |こ なる。

この方法 は、故意 13層 流を舌しして意し流 13変 えてやると云 う簡単なtθ)で 、管

通1し流装書と呼ば71■ てし`る。実用上の苦し流装置は、での装置 自身 の坑力をも

考えね |ま

｀
ならなしヽので、一般 には真巾方向E真面 |こ 遮づ lj~て 張られた針 金が

用し`られるが、この金1金 の大きはルイ ノルス数 |こ 関係 きもち、その販付位置

は舞型 |こ よって異るので、そ711ぞれの美について |さ 実験 Cよ ってきめねば
｀
公



■′′― らな しヽ .5し
'九

a‐「金 lι ょる巣の場′L交イヒじつ しヽては 、次集に発 表す る予定 であ

るが 、効 果 は期 待 出来 るものではむ く、利 用者 のた理的な効 果 の方が大き じヽ

、  のではなしヽかと思っている。こ1■ らの実験で感じた事|ま 、'模型糞IZあ けヽる層

流境器層は少しぐらい電ししてもンすぐ元の層)祀 |こ かたってしまう事である。

それ故、舌じ流|こ する為の障碍物は一個前でなく、その危方に何個前t設 ける

厖要があると云う事になり、巣上面|こ トイレットペーパーの様検毅紙を貼っ

たものを実験 した前 、その効果の技群なの |こ は驚喜しr_‐ .六集には″スθハ

6412と 、 R・ 3θ θ具型にこ■を用いた結果を場げた。

吸込吹出巣とは、異の全上面 13,|ヽ 矛しを穿って、吹込吹出を自由にさせ上面

の圧力分布き不ら|こ ならして、急激な庄力降下と圧力上昇を防ざ、早期 の境

尋層 の利離を防いだものである。その効 果は実験 1乙 よく現われ、最′|ヽ 断面抗

力係数約 子θ%の、減少を示 した・ ヱこでは ,|ヽ矛しき守つ場所び全上面であった

が、場所を変えて実験すれば面白い結果が得 られるであろう。実機 13朴 ては

適曇と思われる圧力う布乞与えて、逆に真型を計算する方法がとられてしヽる
｀

が、自らそれには限度があろうか ら、吸込吹出異の様 に美型を変えないで人

為的 |こ 圧力分布を変える方法が併用されねば
｀
ならなしヽと考えてしヽる。

現う、模型薇行愚 で最t盛んな競技は、滞杢時向の競技である。滞空性能

を良くする為に送ぶ・べき美型は、Ellと 場力係数の大きな辺角で揚抗比が大き

.く な |ナ 71■ ばならない。模理機の巣ば断面杭力係数が非常 |こ 大きく失物高速凝

の約 1_θ '倍 以上であるので、最大揚抗 Lヒ を与える場力係数はあ然的 1乙 大きく

なるが、最大場力係数はθ.9～ ア.2(真厚 5%以 上①tO)と 云ラ饉比`値き

示してしヽるので、大きな場力係数で釣含せるのは危険である。そこで,す Z

し,|ヽ さむ場力係数に於て最大場杭夕じを出す様な巣型が欲tし くなるが、それ|じ

は六集を見て解る様 1乙 、巣厚比をθに近づけだが・ら、中心欠高レヒき、4～ 5

%に とれば
・
よろしし`。この点ライ トプレーン用のた面貼 り巣は最高の7L能 を

示してしヽる。現用されている巣型は頻度と製作上の白係から異辱光θ～ 12

%の tの が言しヽのであるが、模型では実揆ほど風圧中わのフ動が大きくなし`

ので張度の奈総をもっと切つめて、真写の薄いものが用いら71■ 7bばざらむい。

六巣型集ば謄写版刷 りであぅたので、手数きな くため に図表 の激と した。

然 し、模型後 に溶 ては図表から数値を読み取る方が便利なのである。また性

育ヒ計算等 |こ必要な諸数値は図表 |こ 記入 してあ り、これ らを不り用するlこ は、下

艶の方程式が便利である。
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